
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語
・「書くこと」の指導

の充実

・「話し合うこと」の

指導の充実

・年度当初の教科会で年間指導計画につい

て共有、指導事項について確認。

・校内ビブリオバトルの開催。

・重点課題の指導に関して、授業観察や情

報交流を通じて研鑽を積む。

・小論文の指導方法の開発

・ビブリオバトルへの応募

・「話し合うこと」についての指導方法の

開発

地理歴史

・地理・歴史に関わる
事象についての基本
的な知識の定着。
・思考力・判断力・表
現力の育成。

・諸資料の読解・考察を行う。
・考察した内容を表現したり、発表し
議論する時間を設ける。

・共通テストの試行問題や大学入試
問題を題材に、歴史的な資料を考察
し、表現する力を身に付ける。

公民
・現代の諸課題への
問題意識および、探
究する態度の育成。

・諸資料の読解・考察を行う。
・現代の諸課題の解決に向けた探究
活動の時間を設ける。

・ペアワーク、グループワークを通し
て他者の考えを聴いたうえで、自らの
考えを育て、それを表現するよう促
す。

数学
思考力・判断力を
養う数学的活動の
充実

・数学と社会生活との関わりについて認識を深
め、事象を数学化したり、表現・処理する活動
を取り入れた授業の実施
・事象を数学的に表現し考察し、数学化する活
動を取り入れた授業の実施

問題解決の過程において、論理的に
考察する活動を重視した授業の実施

理科 探究的な態度の育
成

授業での発問や授業展開を工夫し、理由やしくみとと
もに理解することを重視した授業を実施。
大学入学共通テストの問題分析会を実施する。

夏休みにレポート課題を実施する。
考査に考察を含む問題を入れる。

英語
「話すこと」「書
くこと」の指導の
充実

・学期に１回パフォーマンステストを実施
・５文から練習し始め、１０文以上書ける
ように指導する。
・ペア活動でのやりとりを授業内で3回以
上行う。
・開始１分間「話すこと」についての活動
を実施

・台湾の高校とオンライン交流会や手紙交換
の実施
・英作文テスト学期に８回行う。
・予習復習課題、文法のワークブックを自力で
取り組む。
・語学研修に向けての活動を実施
・JETとのインタビューテスト・校内レシテーショ
ン・スピーチコンテストの実施
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